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清楚な味わい保つ｢有馬かご』瀞摺駕責(77）
有馬温泉のすこし先、西宮市下山ロに「小さい頃に憶えた技術は、いつまで
『伝統花刺組竹工芸．口扇庵』はある。も忘れませんわ。今は好きなもんに打ち
識は援董善１首篇〃という号を持つ仲込めて幸せやと思う｡ ｣竹は、丹波竹を使
伊市さん。伝統竹細工『有馬かご』づくっているが、材料づくりに大変な手間が
りに打ち込み、通産大臣賞、県のともしかかるらしい。竹を節ごとにノコギリで
びの賞、全国竹製品新‘作コンクール最優ひき、荒割り、小割り、荒くぎ、折くぎ
秀賞などの輝やかしい賞を数多く受賞しの順に細工し、六ツ月編みから花刺組編
ている有馬の名人。 みへという工程だ。六角形が丸に見える
「亡くなった母の話では、５歳の頃に模様が特徴で、この編み方ができるのは、

' よ編み始めとったそうでね。でも家は貧日本でも仲さんただ一人。
しくていくらかご作りに精を出しても楽「花刺しをやはり伝えていきたいです
にならない。２０歳から4 0 年間は別の仕事わ。自分一人しかできないのは、せがな
をしとったんですよ｡ ｣ とあっさり語るＬＩい。何人か弟子もとったんやが、編むの
調が小気味よい。天皇陛下にタバコ入れは編めても材料が作れない｡ ｣ 美しく兇事
を献上したのを機に竹細工をやめ、戦後な紋様編みも、後継者がいなければ姿を
の荒れた村に、小・中学校、ダム、流通消さざるを得ない｡ 『だから今は、向分の
センターなどを建設することに迩進。そ作ったものをできるだけ多くの人に持つ
の実直な人柄を買われて山口町連合自治てもらうことにしとるんです｡ ｣ 愛され大
会長、ＰＴＡ会長の要職も務めた。しか事にされることが無上の喜びと満面の笑
し、６０歳で一切の公職を辞め、子ども達顔で語った言葉が、ひときわ輝いた。
も独立し、家計の心配がなくなってから
は好きな花刺し竹細工に没頭。 ■白扇庵／西宮市山口町下山ロ3 0 9 - 1 壷0 7 8 - 9 0 4 - 0 2 4 3
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１

A
G アートデザイン･ ハウス
枚田佳子
神戸市兵庫区浜山
５丁目４－１２
078(671)8801

－言

メープル不二屋

儲締霜吉田俊夫
神戸市中央区三宮町

３－８－１３
078(391)0535

＝

『

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
、
不
－
タ
ー

の
資
格
認
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
イ
ン
テ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
が
開
校

さ
れ
、
職
業
に
教
養
に
と
、
イ
ン
テ

リ
ア
が
話
題
に
な
る
今
日
で
す
。
神

戸
開
港
伽
周
年
は
、
神
戸
が
神
戸
家

具
と
い
う
イ
ン
テ
リ
ア
構
成
材
の
分

野
で
秀
で
た
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
カ
を

持
つ
こ
と
を
思
い
起
さ
せ
ま
す
。
我

々
の
先
輩
は
、
明
治
初
め
神
戸
に
住

ん
だ
外
国
の
方
雲
々
の
生
活
を
見
、
家

●
師
イ
ン
テ
リ
ア
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

神
戸
に
イ
ン
テ
リ
ア
の

メ
ゾ
ヅ
ド
を
求
め
て
。
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嵯
簸
美
術
短
期
大
学
謂
師

Ｋ
＆
Ｋ
ア
ー
キ
テ
ク
ッ
主
催

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー

I ＮＴＥＲＩＯＲ
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ルーサム夫人( 向かって右) と階上に住むお友達

小
宮
容 具

の
発
注
を
う
け
、
見
よ
う
見
ま
ね

で
始
め
た
の
で
し
た
。
い
ま
、
現
代

の
生
活
様
式
は
和
式
、
洋
式
と
の
混

沌
と
し
た
状
況
の
中
に
あ
り
、
新
し

い
生
活
様
式
と
新
し
い
イ
ン
テ
リ
ア

ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
だ
す
時
期
に
き

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
今
回
は
、
神

戸
の
先
人
に
習
っ
て
外
国
の
方
の
生

活
と
イ
ン
テ
リ
ア
を
訪
ね
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

一二竪邑
（株) テツク

代表取締役永田紀美雄
神戸市中央区港島
２丁目９－１

078(302)4011

ヨシエ装飾
神戸市中央区下山手通

７丁目６－２
078(351)0591

Ｒ
ＫＯＢＥ

キムラ写真場
代表平敷重雄

神戸市中央区三宮町１丁目７番１号
（三宮センター街東入口）
078(331)7253

神
戸
開
港
剛
年
が

イ
ン
テ
リ
ア
に
語
り
か
け
る

北
野
坂
に
建
つ
リ
ー
ゴ
リ
ー
タ
ウ

ン
ハ
ウ
ス
に
、
リ
ン
・
ル
ー
サ
ム
さ

ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
ル
ー
サ
ム
夫
人

は
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
、
ご
主
人
が
原

子
力
関
係
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
結
婚

後
ス
ペ
イ
ン
。
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ

と
各
国
で
生
活
を
経
験
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
男
女
二
人
の
子
供
は
、

い
ま
、
ア
メ
リ
カ
で
大
学
生
活
で
す
。

時
折
神
戸
へ
帰
っ
て
く
る
と
い
う
こ
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ｌ
ト
の
小
さ
な
味
つ
け
と
は
こ
う
い

株式会社エルアイシー

篭締霧青木幸失
神戸市中央区港島中町

６－９－１
078(302)4009㈹

がさ置が二食ゆナる７３３１し
感のさ少ン事つＩリ・㎡ムたイ
じでれしグでたのビ８ーはリン
らな、傾テきりセン人と、ビタ
れい堅め１る６ツグが広１０ンビ
ま配苦にブダ人トコ集く坪グユ
し慮し配ルイがと’え、詞ル’、

と
で
、
主
寝
室
の
他
に
ス
ペ
ア
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
を
二
部
屋
、
い
つ
で
も
使

え
る
様
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
あ

り
ま
し
た
。
男
子
の
部
屋
は
、
ブ
ル

ー
の
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
、
同
色
で
パ
ー

ソ
ナ
ル
チ
ェ
ア
、
女
子
の
部
屋
は
、

ラ
イ
ト
キ
ャ
メ
ル
の
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー

と
生
成
り
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
張
っ
た

パ
イ
ン
の
木
製
ア
ー
ム
チ
ェ
ァ
と
明

る
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
し
た
。

や
さ
し
く
そ
し
て
個
性
的
に

イ
ン
テ
リ
ア
は
家
族
に
お
客
様
に

TWimi
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勺‘瞳

松美堂
神戸市西区岩岡町古郷

４１－１
078(967)2835 ９

た
。
西
の
壁
に
は
、
各
国
で
集
め
ら

れ
た
陶
器
の
絵
皿
が
さ
り
げ
な
く
飾

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
夫
人
が
ご
自
分

で
取
り
付
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、

壁
の
広
さ
や
、
壁
前
の
コ
ン
ソ
ル
テ

ー
ブ
ル
と
小
椅
子
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

良
く
、
夫
人
の
セ
ン
ス
と
個
性
が
さ

ら
に
は
ル
ー
サ
ム
家
の
個
性
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
台
所
・
寝

室
・
洗
面
所
に
も
小
さ
な
額
も
の
が

非
常
に
セ
ン
ス
良
く
飾
り
付
け
ら
れ

て
い
て
、
イ
ン
テ
リ
ア
ゴ
ー
デ
ィ
ネ

一一意■

&由

‘F腎惹E蕊
、

サイドの飾り付けがかわいいメインベッドルーム

インテリア大創
神戸市須磨区月見山本町

１丁目３－１３
078(735)6601

各国で集められた小型の絵皿、三角型二つのレイアウト
が壁に広がりを演出しています。コンソルテーブルの時
計やグラス類の配置にも心づかいが感じられます。

コーベ美工
神戸市灘区船寺通
４丁目６－１２
078(871)3561

っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
日
本

人
は
近
代
よ
り
床
の
間
と
い
う
、
住

み
手
の
個
性
あ
る
い
は
文
化
表
現
の

場
を
持
っ
て
た
の
で
す
。
し
か
し
今

日
で
は
そ
の
し
つ
け
も
失
な
わ
れ
、

玄
関
や
応
接
室
に
何
々
画
伯
の
何
十

・
何
百
万
円
の
絵
が
ぽ
つ
ん
と
い
う

調
子
で
、
心
温
ま
る
文
化
の
香
り
か

ら
は
ほ
ど
遠
く
な
り
ま
し
た
。
住
い

の
イ
ン
テ
リ
ア
を
ど
う
こ
う
大
上
段

に
語
る
部
分
の
、
ず
っ
と
住
い
側
の

し
つ
ら
い
と
し
て
、
ル
ー
サ
ム
夫
人
の

の
絵
皿
の
飾
り
付
け
は
、
住
い
と
住

む
人
の
、
心
と
心
づ
か
い
に
つ
い
て

問
い
か
け
て
い
る
よ
う
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

モリタインテリア
神戸市東灘区甲南町

３－３－１７
078(411)1207 壷噂惹

画圃
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○高
月
昭
子

星和地所( 株）
代表取締鴬北野勝社
神戸市北区星和台

４丁目－２
078(593)7072㈹

．
即
ハ
ウ
ジ
ン
グ
Ｋ
Ｏ

昨
今
の
地
価
の
気
違
い
じ
み
た
高

騰
は
、
土
地
と
い
う
も
の
を
前
提
と

し
て
な
り
た
っ
て
い
る
建
築
の
分
野

に
お
い
て
様
々
な
価
値
感
の
変
革
を

み
せ
て
お
り
、
設
計
を
業
と
し
て
い

る
身
に
は
心
虚
し
ゅ
う
す
る
こ
と
の

多
い
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。
本
来
は

志
を
も
っ
た
ス
ト
イ
ッ
ク
な
表
現
や
、

心
遊
ば
せ
る
ス
ペ
ー
ス
ま
で
が
経
済

効
果
に
く
み
込
ま
れ
て
流
行
と
な
っ

家
は
人
柄
、

く
ら
し
は
愛

一
癖
「
・
蓉

一
耳

計
画
工
房
，

'8７

Ｎ
Ａ
主
催

建
築
家

（株) 荻坂綜合事務所

僅表取締豊荻坂昌之
神戸市中央区多間通り

３－３－１８
078(371)0663

Ｂ
Ｅ

Ｈ

海星興産
神戸市須磨区月見山本町

２丁目３－５
078(735)2486

ＯＵＳＩＮ

て
し
ま
う
等
も
寒
々
し
い
ｃ
そ
ん
な

な
か
で
着
実
に
人
と
人
の
出
会
い
が

重
要
な
意
味
を
も
ち
仕
事
と
し
て
も

手
応
え
を
感
じ
さ
せ
る
の
が
住
宅
で

す
。
よ
り
良
い
す
ま
い
を
、
そ
し
て

今
は
よ
り
自
分
ら
し
く
へ
の
試
行
錯

誤
が
各
々
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
中
で

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
軒
設
計

し
て
き
て
も
、
又
一
歩
か
ら
、
別
時

間
体
制
の
基
地
と
し
て
連
綿
と
稼
動

勝栄不動産( 株）
神戸市中央区中町通

４－２－１
078(361)3555(代）

環
境
は
自
分
の
力
で
つ
く
り
出
そ
う

Ｕ
ＫＯＢＥ

Ｇ

し
て
き
た
す
ま
い
と
い
う
重
要
な
場

の
設
定
を
一
家
族
の
た
め
に
生
み
出

し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
昔
前
は
、
あ
ま
り
の
立
遅
れ
か
ら
、

住
宅
は
夢
み
る
夢
子
さ
ん
的
な
よ
そ

お
い
に
満
ち
て
お
り
、
素
人
の
モ
ノ

欲
し
場
と
隠
力
を
き
い
た
も
の
で
す
。

し
か
し
今
十
分
に
本
音
の
く
ら
し
方

に
言
及
し
視
点
や
発
想
の
転
換
に
つ

い
て
語
り
あ
え
る
力
を
家
を
求
め
る

人
達
は
つ
け
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
す
ま
い
程
ソ
フ
ト
面
が
設
計
に

お
い
て
大
き
な
役
割
を
持
つ
建
築
物

( 株) アイハラ不動産
神戸市須磨区須磨浦４－５

078(734)1220(代）
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じ
み
出
て
ゆ
き
、
家
は
人
柄
と
し
て

厳
然
と
存
在
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

恐
い
で
す
よ
、
最
早
、
設
計
を
ゆ
だ

ね
る
、
又
我
家
つ
く
り
を
ま
か
せ
る

人
選
び
の
段
階
に
お
い
て
か
ら
そ
の

出
発
点
が
あ
る
と
思
う
べ
き
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
す
ま
い
は
そ
の
あ
り

方
が
良
く
も
悪
し
く
も
家
族
の
関
係

を
変
え
て
ゆ
く
力
を
も
っ
て
い
る
と
、

大
多
数
の
家
族
は
明
る
く
健
康
的
な

生
活
、
心
地
よ
く
や
す
ま
る
す
ま
い
、

明
日
へ
の
活
力
を
養
え
る
場
を
求
め

て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

㈱ｱ ﾄ ﾘ ｴ ﾌ ﾙ ﾀ 建築研究所
古田義弘

神戸市東灘区本山北町3 - 3 - 1 9
アミーオカモト３階
078(453)40泊㈹

は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
家
族
の
関
係
を
、
く
ら
し

方
を
、
社
会
と
の
接
点
を
ど
う
考
え

る
か
で
ハ
ー
ド
面
が
決
定
さ
れ
て
ゆ

く
、
ド
ア
の
位
置
、
窓
の
開
き
具
合

一
つ
ま
で
、
く
ら
し
を
ど
う
考
え
る

か
で
ち
が
っ
て
く
る
。
各
々
の
家
族

が
自
身
の
価
値
感
で
決
め
て
ゆ
く
事

が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
設
計
者
は
そ

れ
を
引
き
出
し
て
ゆ
く
お
手
伝
い
を

し
、
か
た
ち
に
具
体
化
す
る
役
割
を

に
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

で
き
上
が
っ
て
ゆ
く
住
宅
に
ま
ち
が

＝

「
一
一
刻
ユ

い
な
く
家
族
の
考
え
や
価
値
感
が
に
立
派
な
内
装
や
家
具
よ
り
、
朝
日
の

Ｉ

－．｜｜蕊・
‐一二野１－－ＬＩ

垂餌一

~liW
『’
､堀

亀田興産
神戸市長田区宮川町
１下目７－１２

078(641)0531(代）

藤興産( 有）
神戸市西区玉津町
（西区庁舎前）
078(928)1079

た
た
ず
ま
い
は
家
の
顔

当
る
台
所
や
食
堂
の
方
が
大
事
、
玄

三建(株）
神戸市灘区山田町３－２－１４

ヌーベル六甲３Ｆ
078(854)0260(代） 横が無理ならタテのコミュニケーション

星野建設．
神戸市兵庫区羽坂通
３丁目２－１
O78r575)2381

関
か
ら
入
っ
て
ゆ
く
す
ま
い
の
見
方

よ
り
、
朝
め
ざ
め
た
時
か
ら
ど
う
か

と
い
う
す
ま
い
へ
の
視
点
が
必
要
、

２
階
の
一
部
屋
が
減
っ
て
も
タ
テ
積

み
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
間
取
り
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
吹
抜
で
補
お
う
等
々

と
強
調
し
て
お
り
ま
す
。
誰
の
も
の

で
も
な
い
自
分
ら
し
い
家
に
す
る
た

め
に
何
の
遠
慮
が
い
る
も
の
か
、
体

裁
や
、
カ
ッ
コ
づ
け
は
我
々
に
ま
か

せ
な
さ
い
と
、
デ
ザ
イ
ン
へ
の
ｎ
出

し
を
封
じ
る
作
戦
で
す
。
「
た
た
ず
ま

い
」
は
、
建
築
を
や
る
も
の
の
社
会

的
責
任
の
あ
り
方
と
考
え
て
い
る
た

め
と
御
理
解
下
さ
い
。
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KOBEGALLERYGUlDE

サンパル市民ギャラリー

賛神戸まつり協賛企画展
三重の障害のなかで描く色彩の虹の作家

山本良t上古の世界

神戸ギャラリーガイド

．．録｡峰蜜‘".~置郵-値.鍔.､蕊溌

廿立バル市民ギャラリー

蕊

〒6 5 1 神戸市中央区雲井通5 丁目3 - 1 サンパル4 階
TEL.(078)231-1166.2233

ムM10: 0 0 = P M 7 :００冊鰐日PM5:0 0まで木曜日休館

・５／８～ら / ／ 1 ３第９回ゑの会展
●５／１５～５／２０「第１４回こうべ市民美術展」

入賞者特別展
ｏ５／2 2 ～５／２７汎具象美術阪神支部展
●５／ 2 9 ～ａ／３水彩蓮弱兵庫支部展

ご
■
画

面
画
画

神戸市中央区三宮町1 丁目8 - 1 - 3 Ｏ５さんプラザＳＦ
壷（０７８) ３３１－１６３９．１０６７

（AM11：00～P1M6:00）

１９８７．４/２４(金)～５/ 6伽
１０: ＯＯＡ言Ｍ, ～７: ＯＯＰＭ．

■主催／神戸市都市整備公社■後援／神戸市・神戸市教育委員会
国協力／社会福祉法人ひかり学園

サンパル市民ギャラリーでは、４月2 4 日から５月６日
まで、神戸まつり協賛企画展として、「山本良比古の世
界」を開催しております。言語障害、難聴、知恵おくれ
といった三重苦を背負った作者は、指導者であるひかり
学園長川崎昂氏によりそのすばらしい創造的才能を育て
られ、以来多くの作品を制作してきました。山下清氏を
怖怖とさせるその細密な画風と虹色に輝く不思議な色彩
は、見る人の心に強く訴えかけるだけではなく、世界中
の障害者に限りない夢と可能性を与えずにはおきません。
是非、この機会に山本良比古の世界にふれて頂きますよ
う、お願い申し上げます。

等誇り-あじさい
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／

、

､つだつＬ
楽しい．｡。

みん溶了マヅクの方ユリ･ジ．

ＺｌｎＣ麓塾灘蹴Z 9唾讐ＳｌＮＣＥ１８９５１<○BＥ
本部/中央区三宮町1丁目6-22(ﾆﾕｰｾﾝﾀｰ7F)(078)392-1651

三宮本店／三宮センター街（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 5 京都店／藤井大丸2 Ｆ（0 7 5 ) 2 1 1 - 0 8 5 7
ブレザーショップ／ﾄアロード（0 7 8 ) 3 9 1 - 0 8 9 6姫路店／F E S T A 2 , 3Ｆ（0 7 9 2 ) 8 9 - 4 7 3 8
ドﾙ ﾁ ｪ ﾏ ﾂ ｸ／三宮センター街（0 7 8 ) 3 3 2 - 0 1 4 1宝塚店／宝塚南口サンピｵ ﾗ 3Ｆ( 0 7 9 7 ) 7 1 - 4 8 3 0

、

？

ノ
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Ｔ

／ 、

四
季
の
よ
ろ
こ
び
、
味
の
よ
ろ
こ
び
を

料
理
に
託
し
て
、
お
迎
え
い
た
し
ま
す

理
５
２
頃
§

〃
代
け
″

鐘

一

里

ア■

、４月1 5 日夜｡ ｢ 小鼓会｣ の花兇の要が亀花みかげごで。美酒と美味に酔って。

篭

◎固一役

I

みかげ点心( ' １ : 3 0 ～ 2 : 0 0 ）懐石料理但馬牛コースメニュー
雪ゆき1 5 0 0 円花みかげお楽しみ懐石5 0 0 0 円ミニ石焼きステーキコース3 9 0 0 円
月つき1 8 0 0 円光淋こうりん( ステーキ悩石) 8 0 0 0 円ミニ紙鍋しゃぶしゃぶコース3 9 0 0 円
●但馬牛料理は４月～1 0 月、１１～３月は松葉がに料理に祷ります｡ ●その他すきやき一品料理もありますｂ

1１

僅皇農!”
!'にI｜
＝回宮一 属一=馬

一一宅藷

ｒ
ｉ
ｉ

全一憲字1~一

l辞

・政府登録国際観光旅館
西村屋城崎グランドホテル壷0 7 9 6 3 2 - 3 5 3 5
・政府登録国際観光旅館
西村屋冠07 9 6 3 2 - 2 2 1 1
●かに料理・民芸御食事処
西村屋三宮店冠0 7 8 - 2 3 2 - 3 6 6 3
西村屋姫路店壷0 7 9 2 - 8 5 - 3 9 3 9
・郷土料理
西村屋たじま路念0 7 8 - 2 9 1 - 0 2 4 6
・千酒千味御淡味処

出石城下町千人代官査078-232-3355ノ専用駐車場をご利用ください。

回
御
献
立

おバザ
●
一至大阪

n o

雪雲塾

神戸市東灘区御影山手1 - 2 - 1 0 ( 阪急御影駅山側）ノ
御影ガーデンシテイ２ＦＴＥＬ､ 0 7 8 . 8 2 2 . 1 7 7 7
●営業時間／11: 3 0 A M～98 3 0 R M (オーダーストップ9:O 0 R M）

御影ガーデンシテイ２Ｆ西村屋城崎グランドホテルグループ
』
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壁
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、● 一室望

でＩ塗 匡
一

Ｎ

ｍｌ１Ｄ

毒 一

画邑
＝＝聖

畷

鯵 日=戸T 画
■■■

声
ト
ー
溌
些
一
ｉ
ｌ
』

』鐘’凸

一

鏑 伽iI『 切
乱

神戸市中央区北野町2 丁目1 5 - 1 0
〒6 5 0 盃0 7 8 ( 2 6 1 ) 3 3 3 0

早々

’

八・Ｍ．1 0 8 0 0～I L N 1 . 6 ; 0 ０叩ﾘ '墜祁
(冬叫l2II-2ljの川は'１１妬:ooI11敵】
300円

Lu手BＴ

合ﾘ の率オランダ画Ｅ

！！

あぜた あなた

、､ 香り' ' は、貴女から貴男へのメッセーージです。
蝿香り" はファッショナブルなあなたのイメージです。あなたのキャラクターを、より美しく、エレガンスに創ってみま
せんか。職香り" はあなたの品格です。〈ブレンダー( 左）とマスコットガールの関根利子さん・甲南女子大１回生〉

ｰ

〆

、字「

１

●営柔時間

●入賦料

Ｌ

ノ

■
生
徒
募
集
要
項
■

斗
豊
諏
喜
季
重
・
刀
蔓
。
”

ク
認
諏
課
拝
級
・
上
級

鶴
講
璽
…

一
つ
治
合
休
諦
。
次
回
へ
繰
り
延
べ
）

》
雑
鯉
峰
癖
柳
後
２
時

撫
繍
職
禰
幽

霊
２
６
１
１
３
３
３
０
ま
で

矧

リ
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④
●ディスプレイ
●エキジビジヨン

●パブリックコミュニケーション施設
●ＰＯＰ・サイン

、／

●ストア｡ プランニング

、

川
Ⅱ
Ⅱ
Ｗ
画
員
‐
計
間
ヴ
’

ノ

ＨＥＡＲＴＴＯＳＲＡＣＥ

ＦＵＪＩＹｎ
株式会社フジヤ神戸店

〒6 5 1 神戸市中央区浜辺通5 - 1 - 1 4 神戸商工貿易センタービル2 3 F

P HONEO78-232-3661㈹
口灘営業所P H O N E O 7 8 - 8 5 4 - 1 5 1 5 ( 代）
□Ｓ．Ｐ．室P H O N E O 7 8 - 3 0 2 - 5 6 6 1 ( 代）
口徳島営業所P H O N E O 8 8 6 - 5 3 - 8 0 8 2 (代）

KYO T O・TO K Y O ･ O S A K A ･ F U K U O K A ･ＮＡＧＯＹＡ･ＹＯＫＯＨＡＭＡ･ＳＥＮＤＡＩ･ＨｌＲＯＳＨｌＭＡ･SA P P O R O

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

、

今宵、あなたはおシヤレなハスラー…。
ファッショナブルなビリヤード。プールバーの本格派がオープンいたしました。

< 料金ご案内＞
●１１: 0 0 A M～７: 0 O P M●７: O 0 P M～６: O 0 A M
２人突3 0 分￥3 0 0 より２人突3 0 分￥4 0 0 より
< メニュー＞

●エンブレム／ボトルキープ￥5 . 0 0 0
、ビール￥4 0 0 水割￥4 0 0

ビリヤード・フーールバー

マンハッタンクラブ
神戸市中央区下山手通２丁目1 2 - 7
サンロードＦ､ ル4 ＦＴＦＲｑｸ ｰ 4 0 5 Ｒ

1 1 : 0 0 A M～6 : O 0 A l v I (オールナイト）

マンハッタンクラブンハッタンクラブ

ワシントン

コホﾃル
生田新道

羅零羅零
四画恥Ｉ塵 ＝ａくみ

、

ノ
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一一

、

乱

》
鋤

犬
Ｊ
Ｊ
ｆ
挑
、

H A K U H 、D、

、

Ｉ

■1ゆ

ｒ･琴
房

私
Ｑ
お
色
手
哩
峰

／
罰
ノ

い
つ
も
の
シ
ヲ
ル
な
洋
服
に
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
ひ
と
チ
ラ
ス
。

気
分
も
ふ
ん
わ
り
華
や
い
で
、

と
●
…
ド
レ
ス
の
で
誉
…
糞
鏑
ソ
／

オ
許
ス
を
出
る
前
、

午
後
５
時
の
お
色
直
堵
式

》
〆Ｐ

Ｌ 米国宝石学会鑑定鑑別士( G , I A G . G , ) 大野治代
■六甲店
〒6 5 7 神戸市灘区篠原中町1 丁目2 番4 号
冠078(881)600O阪急六甲駅西300m/駐車場完備
図みかげ店(ジｺ ｭ ﾉ ｰ & ﾃ ｨ ｯ ｸ ）

言撫繍鶴W 瀬磯鯨
国ラポルテ芦屋店、
〒6 5 9 芦屋市船戸町4 悉1 - 1 2 9 号
公0797(22)8800国鉄芦星駅前北ﾗポ'辱芦屋1ツ

白賓堂
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ojY℃ｅ
Ｂｒｅａｋ

１
１１７
１

る
と
、
神
戸
か
ら
播
磨
に
か
け

て
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
街
の
話

題
が
満
載
。
マ
ン
ガ
も
豊
富
で

ミ
ニ
コ
ミ
的
楽
し
さ
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。

朝
日
ビ
ル
の
中
に
あ
る
同
紙

編
集
室
を
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

デ
ス
ク
以
外
の
７
人
の
ス
タ
ッ

フ
は
み
ん
な
女
性
。
女
性
向
き

の
紙
面
も
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
。

「
３
月
６
日
の
創
刊
以
来
現

在
で
６
号
ま
で
出
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
予
想
以
上
の
反
響
に

驚
い
て
い
る
ん
で
す
。
応
援
し

て
く
れ
る
読
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
」
と
い
う
の
は
デ
ス
ク

蝶欝

鞠
☆
〃
Ａ
＋
１
″
創
刊
／

最
近
、
朝
日
新
聞
の
金
曜
朝

刊
に
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
新
聞

が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
〃
Ａ
＋

１
″
と
い
う
フ
ァ
ン
シ
ー
な
文

字
で
タ
イ
ト
リ
ン
グ
さ
れ
て
い

る
こ
の
ミ
ニ
朝
日
、
い
か
め
し

い
顔
を
し
た
朝
日
本
紙
と
違
っ

ン
ガ
ヘ
の
興
味
が
捨
て
き
れ
ず

ご
ミ
コ
ミ
』
で
再
デ
ビ
ュ
ー
。

少
女
漫
画
で
描
い
て
い
た
だ

け
に
、
主
人
公
は
、
非
常
に
美

し
い
少
女
が
多
い
。

「
今
ま
で
青
年
誌
が
取
り
あ

げ
て
き
た
ジ
ャ
ン
ル
を
、
少
年

誌
が
描
く
ま
う
に
な
っ
た
の
は

そ
れ
だ
け
読
者
が
、
成
長
し
た

か
ら
で
す
。
そ
ん
な
少
年
誌
を

描
く
時
は
、
本
気
で
書
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
ね
」
と
語
る
。

☆
長
田
悠
希
さ
ん
が
デ
ビ
ュ
ー

北
区
に
住
む
長
田
悠
希
さ
ん

（
本
名
・
永
田
優
貴
）
が
こ
の
程

ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
か
ら
「
大

綴
錘

は
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
で
デ
ビ
ュ

ー
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
い
た

一
一
歳
の
時
に
小
唄
を
始
め
て

た
っ
た
一
一
年
で
名
取
に
、
ま
た

「
素
人
名
人
会
」
で
は
三
部
門

で
名
人
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、

幼
い
頃
か
ら
天
才
少
女
と
し
て

人
気
を
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
長

田
さ
ん
が
五
歳
の
時
に
平
尾
昌

晃
歌
謡
教
室
に
入
校
、
本
格
的

に
勉
強
を
続
け
て
い
た
も
の
。

「
本
当
に
い
い
師
と
デ
ビ
ュ

ー
曲
に
恵
ま
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で

し
た
。
将
来
は
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ

プ
ス
も
歌
い
た
い
」
と
早
く
も

レ
コ
ー
ド
大
賞
新
人
賞
を
目
指

し
て
意
欲
を
燃
や
す
。

、
今
度
の
役
は

子
男
性
で
、
し

癖
か
も
殺
し
屋

補
と
い
う
役
ど

こ
ろ
。
「
私

を
行
っ
て
い
る
道
化
座
で
、
主

人
公
の
殺
し
屋
２
人
組
の
片
割

れ
を
演
じ
て
い
る
木
村
佐
和
子

さ
ん
は
、
道
化
座
に
入
っ
て
、

今
年
で
７
年
目
。

道
化
座
は
、
毎
月
、
芝
居
を

変
え
て
上
演
し
て
き
て
お
り
、

木
村
さ
ん
も
、
様
々
な
役
を
こ

な
し
て
き
た
が
、
今
度
の
役
は

夫
て
親
し
み
や

宗
す
い
手
作
り

垂
の
雰
囲
気
。

開
い
て
み

本
紙
で
は
拾
え
な
い
身
近
か
な

話
題
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
欲
し
い

★
短
歌
で
語
る
人
生
へ
の
想
い

苦
労
を
か
け
て
き
た
家
族
へ
の

恩
返
し
の
意
味
も
あ
る
ん
で
す

住
む
丹
生
比
呂
志
こ
と
杉
浦
亮

鼠
諦
隷

ら
書
き
た
め
た
四
千
首
余
り
の

短
歌
か
ら
約
四
百
首
を
選
ん

で
、
こ
の
た
び
「
丹
生
の
里
」

杉
浦
さ
ん
が
短
歌
を
始
め
た

の
は
如
歳
の
時
、
過
酷
な
農
業

で
、
切
断
を
宣
告
さ
れ
る
ほ
ど

に
痛
め
た
足
へ
の
や
り
切
れ
な

い
気
持
ち
か
ら
筆
を
取
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
「
草
原
短

歌
会
」
に
入
会
、
次
第
に
独
自

の
作
風
を
作
り
上
げ
、
気
が
つ

歌
の
中
に
は
、
足
の
不
自
由

な
杉
浦
さ
ん
を
陰
で
支
え
た
奥

さ
ん
へ
の
い
た
わ
り
を
歌
っ
た

も
の
も
あ
り
、
杉
浦
さ
ん
の
優

し
い
人
柄
が
う
か
が
え
る
。

☆
芝
居
は
心
の
プ
リ
ズ
ム

４
月
に
『
Ｚ
』
と
い
う
芝
居

－
ズ
〃
を
描
い

志
て
い
る
の
が

清
原
口
清
志
さ

口
ん
。
加
歳
の

原
頃
、
少
女
漫

画
誌
で
デ
ビ
ュ
ー
。
し
か
し
、

一
度
は
マ
ン
ガ
を
描
く
の
を
辞

め
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
て
い
た
の
だ
が
、
や
は
り
、
マ

健
ど
ん
な
役
で
も
、
自
分
の

心
の
中
の
ど
こ
か
の
部
分
で
、

触
れ
合
わ
な
い
と
演
じ
ら
れ
な

い
タ
イ
プ
な
の
で
、
今
回
の
役

は
、
大
変
で
し
た
」
と
語
る
。

地
元
神
戸
で
、
熱
心
な
演
芸

活
動
を
行
っ
て
き
た
道
化
座
だ

が
「
や
は
り
、
芝
居
を
や
っ
て

い
る
以
上
は
、
他
の
大
き
な
舞

台
も
踏
ん
で
み
た
い
。
ど
こ
か

で
一
度
、
使
っ
て
も
ら
え
な
い

か
な
」
と
木
村
さ
ん
。

☆
想
像
性
は
美
少
女
の
香
り

神
戸
市
垂
水
区
に
在
住
し
、

月
刊
マ
ン
ガ
誌
『
コ
ミ
コ
ミ
』

で
人
気
の
〃
チ
ー
ズ
〃
を
描
い
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雲､ ､譲議雲

毎
年
一
月
環
境
庁
が
、
全
国
一
斉
に
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛

来
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
（
館
年
）
で
Ｉ
八
回
目
、

そ
の
結
果
、
昭
和
四
十
五
年
調
査
開
始
以
来
最
高
。
三
万

二
、
○
○
○
羽
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

全
国
五
、
九
一
二
カ
所
の
湖
沼
や
湿
地
で
調
査
員
四
千

人
を
動
員
、
一
斉
に
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
内
訳
は

（
ハ
ク
チ
ョ
ウ
一
、
○
○
○
羽
以
上
の
府
県
）

北
海
道
、
青
森
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
秋
田
県
、
山

形
県
、
新
潟
県
で
、
特
に
一
万
羽
を
数
え
た
の
は
宮
城
県

で
あ
っ
た
。

宮
城
県
伊
豆
沼
周
辺
二
、
四
六
○
羽
。

〃
佐
沼
二
、
二
八
一
羽
。

新
潟
県
瓢
湖
一
、
六
六
六
羽
。

福
島
県
猪
苗
代
湖
一
、
五
九
○
羽
。

新
潟
県
佐
潟
、
上
佐
潟
、
御
手
洗
潟

一
、
三
八
七
羽
。

島
根
県
中
海
、
穴
道
湖
一
、
二
五
六
羽
。

な
ど
の
順
に
な
っ
て
お
り
、

兵
庫
県
は
二
五
羽
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
数
が
過
去
最
高
に
な
っ

飛
来
す
る
湖
沼
な
ど
で
の

と
０

雪
に
お
お
わ
れ
、
食
物
が
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
死
を
意
味
す
る
。

上・コハクチョウ夫婦下・コブハクチョウ親子

【
褐
色
が
か
っ
た
幼
鳥
を
連
れ
た
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
渡
り
】

毎
年
、
十
月
の
末
。

雪
が
舞
い
だ
す
頃
、
二
米
と
い
う
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
群
が

北
日
本
の
各
地
に
姿
を
運
ん
で
く
る
。

見
れ
ば
、
ま
つ
白
な
親
烏
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
褐
色
が

か
っ
た
幼
烏
が
必
ず
い
る
こ
と
、
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

親
鳥
が
飛
び
立
て
ば
追
い
。
エ
サ
を
つ
い
ば
め
ば
争
っ

て
親
鳥
に
貰
っ
て
い
る
。
そ
の
幼
烏
た
ち
は
、
四
’
五

月
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
の
北
部
で
繁
殖
。
ま
だ
生
ま
れ
て
六

カ
月
す
ぎ
。
初
め
て
の
渡
り
に
親
か
ら
の
学
習
を
さ
か
ん

に
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
一
千
キ
ロ
と
い
う
は
る
か
な
日
本
へ
、

な
ぜ
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

動
物
た
ち
の
移
動
は
、
エ
サ
と
繁
殖
地
の
気
候
の
変

化
。
そ
れ
に
対
応
し
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も

な
い
。〃

渡
り
〃
と
は
繁
殖
地
と
冬
を
す
ご
す
越
冬
地
と
を
行

⑨
■
●
●

き
き
す
る
こ
と
を
云
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
極
寒
の
殖
繁
地
シ
ベ
リ
ヤ
に
、
も
し
冬
も
と

ど
ま
れ
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
湖
沼
は
凍
り
、
大
地
は

識瀞欝霧羅鶴蕊慰護鑑識鑑
~

蕊！蕊蕊慧

た
こ
と
に
つ
い
て
環
境
庁
は
、
飛
来

エ
サ
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と

ま
た
、
暖
冬
だ
っ
た
こ
と
、
な

ど
が
ガ
ン
、
カ
モ
と
共
に
飛
来
数

を
増
加
さ
せ
た
の
で
は
、
と
説
明

し
て
い
る
。

何
れ
に
せ
よ
、
自
然
保
謹
へ
の

関
心
が
一
般
の
人
達
に
も
次
第
に

も
た
れ
て
き
た
こ
と
の
証
で
も
あ

っ
て
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

,溌蕊

難 篭曹選患j露瀧織織繕鰯篭蕊蕊灘 騨黙蕊麓鍵

溌霧

蕊瀞

ﾂjｊ
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箪
蕊
蕊
覇
識
》

そ
の
激
し
さ
は
、
す
ざ
ま
し
い
。
巨
大
な
翼
で
、
バ
チ

ー
ン
、
ぶ
っ
た
と
思
え
ば
、
首
や
背
に
佼
み
つ
ぐ
。
そ
の

厳
し
い
自
立
の
日
は
突
然
に
や
っ
て
く
る
の
だ
。
し
か
し
、

そ
れ
は
新
し
い
繁
殖
を
迎
え
る
厳
粛
な
儀
式
で
も
あ
る
。

【
オ
ス
、
メ
ス
交
互
の
抱
卵
】

外
見
上
オ
ス
、
メ
ス
区
別
の
で
き
な
い
ツ
ル
や
ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
、
う
る
わ
し
い
終
生
型
の
夫
婦
で
あ
る
。
こ
と
か

ら
、
尊
い
烏
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
も
楽
し
い
。
オ
ス
が
メ
ス
に
巣
の
贈

鶴５６
春
、
再
び
、
日
本
の
冬
と
同
程
度
の
気
温
に
な
っ
た
シ
ベ

リ
ヤ
北
部
へ
戻
る
の
だ
。

そ
し
て
、
四
月
。
羽
を
休
め
る
間
も
な
く
親
鳥
た
ち
の

巣
作
り
が
始
ま
る
。
同
時
に
、
あ
れ
だ
け
守
り
育
て
た
幼

烏
を
激
し
く
追
い
立
て
る
日
が
や
が
て
く
る
。

雷
↓
》
坪
へ
へ
螺
Ｊ
》
『
都
慰

そ
こ
で
鳥
た
ち
は
生
き
る
た
め
に
翼
を
も
っ
て
い
る
訳

な
の
だ
。

（
冬
）
Ｉ
南
へ
（
春
）
ｌ
北
へ
．

ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
冬
、
南
の
日
本
へ
飛
来
し
て
越
冬
し
、

り
も
の
を
す
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ホ
ー
ム
は
オ
ス
が

作
る
の
で
あ
る
。

陽
差
し
が
幾
分
暖
か
く
な
っ
た
と
思
う
頃
、
え
ら
い
オ

ス
が
巣
材
を
集
め
は
じ
め
た
。
小
枝
に
落
葉
。
時
に
は
紙

１
１２０
１

瀧

夫婦愛の強いコブハクチョウ

コ
ッ
プ
ま
で
拾
っ
て
来
て
一
カ
所
に
集
め
て
い
る
。

や
っ
ぱ
り
、
ほ
ぼ
完
成
の
頃
、
相
手
の
メ
ス
が
巣
の
ま

ん
中
に
座
り
は
じ
め
た
。

「
や
っ
た
、
や
っ
た
／
」

「
メ
ス
が
座
っ
た
ぞ
／
・
」

私
た
ち
は
、
オ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
心
よ
く
受
け
た
メ

ス
に
拍
手
を
送
り
た
い
気
持
に
い
つ
も
な
る
。

そ
れ
は
シ
ベ
リ
ア
に
戻
っ
た
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
、
動

物
園
に
い
る
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
同
じ
で
、
春
を
迎
え
た

同
じ
頃
に
巣
を
作
り
、
卵
を
生
む
の
で
あ
る
。

初
め
の
一
’
二
卵
は
生
ん
で
も
知
ら
ん
顔
し
て
い
る
。

抱
け
る
個
数
（
四
’
五
卵
）
だ
け
生
み
終
え
た
の
ち
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
抱
き
は
じ
め
る
。
そ
れ
で
な
い
と
、
同

じ
日
に
揃
っ
て
ヒ
ナ
が
誕
生
し
な
い
か
ら
な
の
だ
。

【
ふ
化
日
数
三
十
五
日
。
体
温
三
十
八
’
三
十
九
度
℃
】

オ
ス
、
メ
ス
交
互
に
抱
く
が
、
ど
う
も
北
に
向
く
日
、

南
に
向
く
日
が
あ
る
。

仔
細
に
見
て
感
激
し
た
。
北
風
の
日
は
北
に
向
き
、
南

風
の
日
は
南
に
向
き
座
っ
て
る
親
た
ち
、
そ
れ
は
ま
さ
に

〃
風
見
鴎
″
な
の
だ
。

や
が
て
、
ふ
化
し
た
綿
の
よ
う
な
雛
た
ち
を
、
親
は
、

隠
す
よ
う
に
守
り
、
エ
サ
を
与
え
る
。
雛
の
成
長
は
驚
く

ほ
ど
早
い
、
生
ま
れ
て
か
ら
五
カ
月
。
は
や
親
鳥
と
区
別

で
き
な
い
程
の
大
き
さ
に
育
つ
。
し
か
し
、
ま
だ
羽
色
は

淡
い
褐
色
だ
。
そ
の
雛
た
ち
を
連
れ
、
十
月
末
、
凍
り
つ

い
た
シ
ベ
リ
ヤ
か
ら
南
へ
、
つ
ま
り
日
本
へ
渡
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
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★佐本産科・婦人科☆

佐本学
神戸市兵庫区中道通４－１－５
壷575-1024<病室壷576-9639）
・市バス上沢４停南スグ

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日曜日（通附）AM 1 0 : O 0 - R M 8 :００
・費用／ホール設附の使用無料。光熱、空調、替理災のみ実没
･ 付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音響機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイ’、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三富町ﾕ 丁目５－１住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進云３３１－６３０２～３

実験交流サロン

シアターーー･ ポシェット
５月の公演

1 0 日（日）C O C ④の会（有料）１９：００開演
ギタークラシックコンサート

1 6 日( 土）ホルンを中心とした室内楽コンサート
（有料）１５：００～１７：００

２３日( 土）ミュージカルコンサート１７：００開演
劇団レインボー「ナイスガイ」（有料）

2 4 日（日）サロンコンサート・クラッシック
北浦洋子他午後（有料）

淵音) 灘} 巽潔細てあなたを愛さ

一罰金菅全■西口凸一一㎡垂一ｆ画

ぷといつし｡<息を

長谷部悠ちゃん（Ｓ, 5 9 . 1 . 4 生）
・茜ちや:ん（Ｓ･62 . 1 . 2 9生）

神戸市須磨区在住
r ２人とも名前のように

明るくのびのびと育って下さい｡ 」

黙

§
誇畿冠駈

浄
舶
敵
い
鍔

‐
全
Ｌ
語
・
唾
一
画
Ｈ

窪
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斗
司
員
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